１１月は「子ども・若者育成支援強調月間」です

　未来を担う子どもたちが健やかに育ち、豊かな人間に成長していくことは、私たちみんなの願いです。 

　青少年が健やかに育つためには、青少年自身の努力とともに、家庭・地域・社会の連携、協力が大切です。

　子どもは、親や家族との愛情による「きずな」を基礎にして、人に対する基本的な信頼関係や倫理観、自立心を身につけていきます。

　学校を始め、地域や社会など、全ての大人は、青少年が健全に成長する環境をつくる責任があります。 

　そして、当然青少年自身にも自分を大切にし、健全な社会人となる責任があります。 

　青少年は自分自身のために、家庭や地域は子どもたちみんなの健やかな成長のために、それぞれができることを考え、実行していきましょう。

◎子どもたちが健やかに

　成長するための基盤は家庭です

　家庭でのしつけやふれあい、話合いや相談ができる信頼関係などを再確認しましょう。

◎青少年のために地域・社会で取り組みましょう

　模範を示して社会の基本的ルールを伝えるとともに、一人ひとりがそれぞれの立場で、青少年が健やかに育つための行動に積極的に取り組みましょう。様々な体験ができる場を設けるなど、青少年を見守り、励まし、必要なときは注意をし、有害な情報や犯罪から守りましょう。

◎青少年の皆さんは社会の一員です

　甘い誘惑に惑わされず、将来を考え自分を大切にしましょう。不安なときや迷い・悩みがあるときは、周りの大人に相談しましょう。自然体験や職業体験などに積極的に参加し、自分の可能性を引き出しましょう。

　人を傷つけると、自分も傷つきます。社会のルールやマナーを守り、社会の一員としての責任を自ら果たしましょう。

◆こども課　TEL内線２５５
